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【背景】 医療や創薬の分野では、サンプルを微

小な液滴に分割し、それらをマイクロチャンバー

と見立てて反応・分析を行う digital microfluidics

が注目を集めている。現在では、オイル中に液滴

を生成し微小流路構造に流すことで分析を行う

手法が主流であるが、これらは液滴生成構造と測

定系が別であり、複雑な構造を要する。本研究で

は、化学イメージセンサ [1] 表面に疎水・親水

パターニングを施すことで、多数の液滴の自発的

な形成から分析までを、液滴の移送機構無しで行

うことができる系の作製を行った。 

【実験・結果】センサ表面の疎水・親水パターニ

ングの手順を Fig. 1 (a) に示す。Si ウェハ上の

Si3N4 薄膜表面に低圧プラズマ処理による親水化

処理を施した後、フォトリソグラフィでレジスト

パターンを形成する。これをマスクとして、窒素

雰囲気下で ODTS (オクタデシルトリクロロシラ

ン) と共に 150℃で 2時間静置した後、レジスト

を除去する。次に、Fig. 1 (b) に示すように、親

水スポット上のみに液滴を形成し、上部から板状

の電極で全液滴とコンタクトする。各液滴を個別

に光照射した際に得られる光電流信号から、液滴

ごとの pH 値を求めることができる。Fig. 2 は親

水スポット上に形成した液滴を観察した例であ

る。疎水・親水パターニングによる液滴の形成と

各液滴の pH測定の結果について報告する。 
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(a) Patterning          (b) Measurement 

Fig. 1 Schematic diagrams of (a) hydrophobic / 

hydrophilic patterning and (b) measurement setup. 
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Fig. 2 A microscopic image of spontaneously 

formed droplets. 
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